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第３期スポーツ推進計画（令和５年３月策定）における目指す姿・基本方針の検討について

➢バランスの取れた食事、スポーツ・運動の習慣などに

より、健康的な日常生活が送られている。

➢誰もが居場所や生きがいを持ち、スポーツや文化芸術

等に親しみながら心豊かに生活している。

➢滋賀ならではの文化芸術・食などの観光資源の魅力が

発信されていることで、国内外から滋賀を訪れる人が

増加し、地域が活性化している。

第２期滋賀県スポーツ推進計画（Ｈ30.3～Ｒ5.3）

滋賀県基本構想（Ｈ31.3～Ｒ13.3）

（国の計画）第３期スポーツ基本計画（Ｒ4.3策定予定）

人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀
総合戦略（Ｒ2.3～Ｒ7.3）

県の政策の方向性（抜粋）

策定にあたっての主要議題

➢運動習慣の定着や生涯を通じた健康づくり（中略）を

通じて、疾病予防・介護予防を推進

➢スポーツや文化芸術等の活動に取り組むことができる

環境の整備をはじめ、誰もが居場所や生きがいを持ち、

生涯を通じて自分らしく活躍できる社会づくりを推進

➢多様性を認め、互いに支え合う共生社会づくりを推進

資料４

すべての県民が身近にスポーツを楽しみ、自ら進んで参画し、互い

に連携・協働することを通じて、滋賀県民であることに誇りを感じ

て、幸福で豊かな生活を営むことができる共生社会の実現

～スポーツで滋賀を元気に！ 滋賀の未来を創る！～

基本方針 展開方策政策

目指す姿

目指す2030年の姿（抜粋）

➢多様な主体によるスポーツ実施の促進、スポーツによる

健康増進、スポーツを通じた共生社会の実現

➢総合型地域スポーツクラブ・スポーツ少年団等地域スポ

ーツ環境の整備・充実、スポーツ推進委員の有効活用

➢学校体育、運動部活動改革をはじめ子供のスポーツ機会

の充実、体力の向上

➢スポーツに関わる人材の育成と活躍の場の確保

➢スポーツ施設やオープンスペースなどスポーツをする場

の充実

➢スポーツの成長産業化、スポーツを通じた地域振興・地

域活性化、大学スポーツの充実

➢スポーツを通じた国際社会の調和ある発展への貢献

➢国際競技力の向上、クリーンでフェアなスポーツの推進

＜主な施策＞（抜粋）

①健康増進に向けたいきいきとした暮らしの推進

➢健康寿命延伸のための予防を重視した健康づくりの推進

②文化やスポーツを通じた元気な地域づくり

➢すべての県民が文化・スポーツを「する」「みる」

「支える」を楽しむ機会の創出

➢文化・スポーツを通じた交流人口の増加等による地域

経済の活性化

➢子どもの運動・スポーツ活動の充実や様々な文化に直

接触れる機会の拡大

➢国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会等の開催

を契機とする地域における健康への取組促進

基本政策１(3) 人生100年時代の健康しがの実現

基本政策３(1) 訪れる人・関わる人の創出

＜主な施策＞（抜粋）

①滋賀ならではの特色を活かした観光の創造

➢「ビワイチ」の推進やウォータースポーツなどの体験

型観光の充実

滋賀県スポーツ推進条例（Ｈ27.12～）

基本理念

(1) 県民一人ひとりの生涯スポーツ活動

(2) 子どもの心身の健全な発達

(3) 障害者のスポーツ活動

(4) 競技力向上

(5) 環境整備

(6) 地域の活性化

(7) 滋賀の特性を活かしたスポーツ

＜柱１ こころの健康＞

➢文化や芸術、スポーツ等に触れる機会の確保・拡充

ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えた基本構想
の推進方針（抜粋）
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１ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大
⇒ 日頃の成果発表の機会の喪失
⇒ 地域交流の不足
⇒ 健康に対する意識の高まり
⇒ オンラインを活用した新たな取組の進展

２ 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
⇒ コロナ禍でのスポーツイベント開催をめぐる世論の分断
⇒ スポーツの「人々の心を動かす力」や「楽しさ」の再確認
⇒ 人が持つ可能性の再確認

現行計画期間中に起きた２つの大きな出来事と
スポーツへの影響

今後の大規模スポーツイベントのコンセプト等（抜粋）

パリオリンピック・パラリンピック（令和６年）
➢社会の中心にあるスポーツ、より包括的な社会、優れ

た環境を３つの柱とする「これまでで最もサステイナ
ブル（持続可能）な大会」

第 79 回国民スポーツ大会・第 24 回全国障害者スポー
ツ大会（令和７年）
➢年齢、性別、障害のあるなしを問わず、県民の皆さん

の総参加により、夢や感動、連帯感を共有できる大会

ワールドマスターズゲームズ2021関西（開催時期未定）
➢スポーツ・フォー・ライフ（人生を豊かにするスポー
ツ）の開花

愛知・名古屋アジア競技大会（令和８年）
➢地域活性化を図るとともに、競技力の向上や、スポー

ツを楽しむ文化の普及に貢献
➢スポーツによる子ども達の健全な成長に寄与

国体・全国障
害者スポーツ
大会等の開催






























































































